





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































参 議 院 制 度 論
下
の
衆
議
院
の
総
選
挙
は
二
O
数
回
行
わ
れ
、
そ
の
中
任
期
満
了
に
よ
る
も
の
わ
宇
か
凹
闘
で
あ
り
（
日
本
国
憲
法
下
で
は
、
任
期
満
了
に
よ
る
も
の
は
一
度
も
た
い
）
他
は
す
べ
て
衆
議
院
の
解
散
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
と
を
考
え
れ
ば
、
事
実
上
は
衆
議
院
議
員
の
在
任
は
極
め
て
短
い
。
と
れ
と
比
較
し
、
旦
ク
現
代
の
国
の
内
外
の
情
勢
が
急
激
に
変
遷
す
る
の
を
考
慮
す
れ
ば
、
解
散
の
な
い
参
議
院
議
員
の
任
期
は
四
年
位
が
妥
当
で
は
た
か
ろ
う
か
。
し
か
し
と
れ
ば
憲
法
の
改
正
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
四
O
三
四
O
四
（
三
）
議
員
の
定
数
「
両
議
院
の
議
員
の
定
数
段
、
法
律
で
と
れ
を
定
め
る
」
（
籍
法
四
三
条
二
項
）
。
法
律
は
公
職
選
挙
法
が
あ
り
、
衆
議
院
議
員
の
定
数
は
四
六
七
人
、
参
議
院
議
員
の
そ
れ
は
二
五
O
人
で
あ
る
。
議
員
の
定
数
は
、
演
挙
法
そ
の
他
に
委
任
す
る
の
が
世
界
各
国
の
通
例
で
あ
り
、
と
れ
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
参
議
院
議
員
の
方
が
少
い
の
は
、
「
老
練
た
る
経
験
を
も
っ
人
を
集
め
る
の
に
適
宜
で
あ
り
叉
議
事
に
付
て
非
常
に
細
微
な
所
迄
念
入
り
に
研
究
す
る
と
い
う
よ
う
及
方
向
に
於
て
も
便
利
」
〔
岡
田
亥
之
朗
編
著
「
日
本
国
憲
浅
間
帯
議
要
録
」
三
六
七
頁
）
で
あ
旬
、
と
れ
叉
世
界
各
国
の
通
例
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
議
員
の
定
数
も
呈
た
、
純
理
論
上
の
問
題
と
い
う
上
り
、
二
院
制
度
の
趣
旨
よ
り
の
実
際
的
考
慮
の
強
く
作
用
す
る
令
野
で
あ
り
、
現
在
の
定
数
に
つ
い
て
異
論
を
み
友
い
と
と
ろ
で
あ
る
。
（
四
）
議
員
及
び
選
挙
人
の
資
格
「
両
議
院
の
議
員
及
び
そ
の
選
挙
人
の
資
格
は
、
法
律
で
と
れ
を
定
め
る
。
但
し
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
介
、
門
地
、
教
育
、
財
産
叉
は
牧
入
に
土
っ
て
差
別
し
て
は
注
ら
な
い
」
（
籍
法
四
四
条
）
。
公
職
選
挙
訟
で
、
被
選
挙
権
の
年
令
が
、
衆
議
院
議
員
は
二
五
年
以
上
、
参
議
院
議
員
の
そ
れ
が
三
O
年
以
上
（
同
法
一
O
条
〕
の
区
別
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
高
き
知
性
、
経
験
の
要
素
を
以
て
批
判
牽
制
、
補
充
的
機
能
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
と
の
参
議
院
の
存
在
理
由
に
関
す
る
理
論
の
結
果
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
職
能
代
表
制
度
の
違
憲
性
除
、
全
国
民
が
必
や
し
も
全
部
職
業
を
も
た
ゑ
い
た
め
で
あ
り
、
「
全
国
民
が
い
ゃ
れ
か
の
職
能
に
合
ま
れ
て
、
宙
開
挙
権
と
被
瑛
挙
権
を
も
つ
の
で
友
け
れ
ば
社
会
的
身
ハ
ザ
一
に
よ
る
差
別
と
怒
る
」
の
で
あ
る
。
（
五
）
団
関
一
挙
区
「
演
挙
区
、
投
票
の
方
法
そ
の
他
商
議
院
の
議
員
の
漂
挙
に
関
す
る
事
項
は
、
法
律
で
と
れ
を
定
め
る
」
（憲法
四
七
条
｝
選
挙
花
関
す
る
事
項
は
、
公
職
演
挙
法
が
全
般
的
に
規
定
し
て
い
る
。
衆
議
院
は
、
い
わ
ゆ
る
中
宙
開
挙
区
（
定
員
が
一
人
の
選
挙
区
を
小
諜
挙
区
と
い
い
、
府
県
全
体
を
一
一
環
挙
区
と
す
る
も
の
を
犬
宙
開
挙
区
と
い
い
、
府
県
を
数
区
に
八
す
け
て
各
区
か
ら
、
二
、
三
人
か
ら
四
、
五
人
を
定
数
・
と
す
る
も
の
を
中
選
挙
区
と
い
う
）
で
、
参
議
院
は
、
地
方
区
（
都
道
府
県
単
位
）
と
入
信
関
区
（
全
都
道
参議院制度論
府
県
の
単
位
）
で
あ
る
。
参
議
院
の
組
織
に
た
い
て
最
も
特
色
を
有
し
且
つ
最
も
問
題
と
も
仏
る
の
は
、
と
の
参
議
院
の
選
挙
区
、
就
中
全
国
区
制
の
問
題
で
あ
る
。
参
議
院
生
誕
の
経
緯
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
ど
と
く
で
あ
る
が
、
参
議
院
も
衆
議
院
と
同
様
「
全
国
民
を
代
表
す
る
選
挙
さ
れ
た
議
員
」
で
納
織
し
た
け
れ
ば
な
ら
や
、
厳
格
ゑ
普
通
平
等
撰
挙
制
の
枠
が
は
め
ら
れ
た
た
め
、
如
何
に
し
て
衆
議
院
の
組
織
と
差
異
を
付
す
る
か
は
立
案
者
の
最
も
苦
心
し
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
は
じ
め
、
臨
時
法
制
審
議
会
で
職
能
代
表
制
を
構
想
し
た
が
、
違
憲
の
疑
で
取
止
め
た
と
と
ほ
と
れ
を
、
前
に
述
べ
た
。
さ
ら
に
叉
「
潔
挙
さ
れ
派
議
員
」
の
宙
開
挙
の
方
法
に
つ
い
て
も
、
間
接
選
挙
或
い
は
閑
会
又
は
一
定
団
体
に
工
る
候
補
者
推
薦
制
度
を
採
入
れ
て
衆
議
院
の
組
織
去
の
差
異
を
つ
け
上
ろ
と
図
っ
た
が
、
と
れ
ら
は
選
挙
の
自
由
を
侵
害
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
と
「
成
年
者
に
工
る
普
通
選
挙
」
の
保
障
の
観
点
工
り
何
れ
も
と
れ
ら
を
採
ら
や
、
直
接
選
挙
と
す
る
と
と
に
怠
っ
た
。
か
く
て
結
局
参
議
院
議
員
は
「
地
方
選
出
議
員
」
一
五
O
人
と
「
全
国
選
出
議
員
」
一
0
0人
の
二
種
の
議
員
ム
）
ゑ
づ
た
。
前
者
は
各
府
県
の
区
域
を
選
挙
区
と
し
、
後
者
は
全
閏
を
一
選
挙
区
と
し
て
選
出
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
全
国
区
制
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
世
界
に
珍
し
い
漢
挙
区
制
度
で
あ
る
。
と
の
制
度
の
狙
い
は
、
参
議
院
の
使
命
を
全
う
し
ろ
る
た
め
「
社
会
各
部
門
各
職
域
の
知
識
経
験
あ
る
者
が
議
員
電
と
も
仏
り
易
い
土
ろ
」
に
、
一
地
方
に
地
盤
が
な
く
と
も
全
国
的
に
知
名
な
学
識
経
験
豊
か
注
文
化
人
や
全
国
的
組
織
を
も
っ
職
能
団
体
の
支
持
す
る
人
物
を
参
議
院
に
送
ら
ん
と
す
る
左
乙
ろ
に
あ
る
。
か
く
て
政
争
を
超
え
て
平
静
に
専
門
的
見
地
に
立
つ
↑
て
多
数
党
の
政
策
を
批
判
し
ろ
る
有
能
ゑ
人
物
が
選
出
さ
れ
参
議
院
の
任
務
を
達
し
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
の
制
度
は
、
日
本
で
は
も
ち
ろ
ん
は
ビ
め
て
で
あ
る
の
で
、
運
営
に
つ
い
て
一
一
回
期
待
を
、
他
面
危
恨
の
念
を
も
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
果
し
て
数
回
の
羽
田
一
挙
の
経
験
に
徴
し
、
存
置
論
、
廃
止
論
の
主
張
、
何
れ
も
強
烈
で
あ
る
。
全
国
区
制
の
長
所
は
、
と
の
選
挙
運
動
を
通
じ
て
選
挙
意
識
を
高
め
、
そ
の
目
標
と
す
る
各
専
門
外
野
の
指
導
者
や
職
能
的
要
素
を
代
表
せ
し
め
ろ
る
と
と
は
疑
い
も
仏
い
が
、
齢
押
四
O
五
四
O
六
害
と
か
短
所
と
し
て
一
般
に
指
摘
せ
ら
れ
る
も
の
党
挙
げ
る
と
、
選
挙
費
用
が
過
大
に
も
仏
り
す
ぎ
、
官
僚
の
地
位
利
用
、
候
補
者
の
選
択
が
困
難
で
あ
る
と
と
、
地
方
区
化
の
傾
向
、
参
議
院
が
政
党
化
す
る
友
ど
で
あ
る
。
と
れ
ら
に
ク
い
て
は
第
六
節
に
お
い
て
更
に
詳
し
く
論
じ
た
い
。
五
明
治
憲
法
で
は
、
衆
議
院
の
予
算
先
議
権
を
規
定
し
た
だ
け
で
、
形
式
上
両
議
院
の
権
限
は
平
等
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
貴
族
院
は
そ
の
非
民
主
的
構
成
か
ら
も
明
瞭
友
土
う
に
、
と
と
で
民
主
的
衆
議
院
を
抑
え
よ
う
と
す
る
意
図
を
有
し
た
の
で
あ
り
、
と
の
た
め
同
権
限
と
し
た
と
と
も
理
解
し
ろ
る
の
で
あ
る
。
叉
実
際
の
運
用
に
沿
い
て
、
す
な
わ
ち
、
立
法
に
沿
い
て
も
、
予
算
に
ιお
い
て
も
、
と
の
権
限
を
行
使
し
た
。
ま
た
内
閣
の
成
立
に
干
与
し
内
閣
を
弾
劾
し
た
例
も
あ
る
。
そ
乙
で
、
民
主
的
勢
力
の
噌
大
と
と
も
に
「
貴
族
院
改
革
論
」
が
ま
場
し
た
の
で
あ
る
が
、
何
れ
も
、
貴
族
院
組
識
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
権
限
に
い
た
っ
て
は
、
憲
法
改
正
を
必
要
と
す
る
の
で
、
と
れ
に
触
れ
る
左
ζ
ろ
が
な
か
っ
た
。
日
本
国
憲
法
で
は
、
前
節
で
み
た
上
ろ
に
、
商
議
院
と
も
「
企
図
民
を
代
表
す
る
選
挙
さ
れ
た
議
員
」
を
以
て
組
織
し
、
両
議
院
の
議
員
及
び
四
時
挙
人
に
つ
い
て
厳
格
及
る
普
通
平
等
宙
開
挙
を
規
定
し
て
い
る
た
め
、
両
議
院
の
組
織
の
差
異
が
益
k
d
怖
薄
に
た
ら
ざ
る
を
え
ゑ
い
。
し
か
も
も
し
更
に
権
限
を
同
ヒ
ち
し
、
二
院
の
議
決
が
異
た
る
’
と
き
は
、
何
れ
が
議
会
の
意
思
か
不
明
で
、
馬
車
の
前
後
に
各－
R
馬
を
つ
け
て
走
ら
さ
ん
と
し
て
前
に
本
後
に
も
進
め
な
い
結
果
と
去
る
ご
と
く
、
議
院
内
閣
制
を
採
る
と
き
は
、
内
閣
は
何
れ
の
意
思
に
従
っ
て
よ
い
か
進
退
に
窮
し
、
二
院
制
の
欠
点
を
の
み
暴
露
す
る
乙
と
に
な
る
。
参 議院制度論
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
第
二
院
（
上
院
）
の
権
限
を
劣
位
に
お
く
こ
と
は
、
一
一
回
非
民
主
的
構
成
を
も
っ
と
い
う
特
殊
性
に
原
閃
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
し
か
し
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
採
る
議
院
内
閣
制
に
治
け
る
第
二
院
の
あ
り
方
を
一
不
す
も
の
で
あ
り
、
第
二
院
が
民
主
的
組
織
を
も
っ
場
合
に
も
、
と
れ
が
参
考
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
第
一
次
大
戦
後
の
多
く
の
憲
法
は
二
院
の
権
限
に
差
異
を
設
け
て
い
る
。
そ
れ
は
立
法
、
予
算
、
条
約
及
び
政
府
と
の
関
係
た
ど
に
お
い
て
で
あ
る
。
と
れ
が
い
わ
ゆ
る
肢
行
的
二
院
制
で
あ
る
。
肢
行
的
二
院
制
と
は
、
議
会
を
構
成
す
る
上
下
両
院
が
も
は
や
対
等
の
権
限
を
も
た
や
、
下
院
が
上
院
に
優
越
し
、
一
定
の
場
合
に
は
下
院
が
上
院
の
意
思
を
ふ
み
に
じ
ク
て
事
を
決
し
う
る
制
度
を
い
う
。
す
た
わ
ち
、
下
院
（
第
一
院
）
乙
そ
常
に
公
選
議
員
よ
り
友
り
、
解
散
に
よ
ク
て
い
つ
で
も
新
し
い
民
意
の
変
化
に
応
じ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
全
国
民
の
与
論
を
最
も
直
接
に
反
映
す
る
国
民
の
代
表
者
と
み
る
の
で
あ
り
、
下
院
が
上
院
に
優
越
す
る
の
は
、
民
主
政
治
の
進
展
と
と
も
に
当
然
の
帰
結
と
す
る
の
で
あ
る
。
従
来
の
二
院
平
等
に
対
し
て
変
質
で
あ
り
、
乙
の
変
質
に
よ
っ
て
二
院
制
も
代
表
民
主
制
の
理
念
に
反
し
友
い
も
の
と
し
て
存
続
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
と
れ
を
具
体
的
に
い
え
ば
、
上
院
と
下
院
が
一
致
し
か
仏
い
場
合
に
も
、
下
院
の
再
議
に
よ
り
議
案
の
成
立
も
可
能
で
あ
り
、
国
民
多
数
の
支
持
す
る
政
策
は
実
現
さ
れ
る
の
で
、
上
院
が
有
害
で
あ
る
と
い
う
乙
と
は
な
く
、
上
院
の
反
対
に
よ
り
与
論
の
喚
起
が
行
わ
れ
、
下
院
の
多
数
党
の
反
省
が
た
さ
れ
て
国
政
の
慎
重
が
期
せ
ら
れ
、
上
院
は
無
用
で
友
い
と
と
に
な
る
。
し
か
し
、
と
の
践
行
性
の
度
合
は
国
に
よ
り
援
k
の
差
異
が
あ
る
。
日
本
国
憲
法
は
、
明
治
憲
法
の
規
定
及
び
運
用
の
反
省
の
下
に
、
且
ク
イ
ギ
リ
ス
〔
イ
ギ
H
X
の
上
院
が
非
民
主
的
構
成
を
陪
有
し
乍
ら
、
今
日
も
筒
存
続
し
え
た
の
は
、
そ
の
権
限
に
お
い
て
漸
次
下
院
よ
り
劣
る
よ
う
に
改
革
せ
ら
れ
た
と
と
ろ
に
そ
の
廻
由
を
見
出
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
昔、
） 
ゃ
、
最
近
の
世
界
の
多
く
の
憲
法
に
則
っ
て
、
憲
法
改
正
の
発
議
の
場
合
以
外
は
、
法
律
の
議
決
、
予
算
・
条
約
の
承
認
、
内
閣
総
理
大
臣
の
選
任
注
ど
す
べ
て
衆
議
院
優
越
主
義
を
規
定
し
た
e
肢
行
的
二
院
制
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
乙
の
趣
旨
は
、
既
に
多
く
四
O
七
四
O
入
の
民
間
の
憲
法
改
正
私
案
に
も
、
松
本
案
に
も
表
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
マ
草
案
の
一
院
制
を
修
正
し
た
後
に
沿
い
て
も
終
始
貫
徹
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
次
に
日
本
国
憲
法
に
ゐ
け
る
こ
院
の
権
限
上
の
原
則
を
具
体
的
に
み
よ
う
。
ま
や
法
律
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
両
議
院
で
可
決
し
た
と
き
法
律
と
た
る
。
し
か
し
、
衆
議
院
で
可
決
し
、
参
議
院
で
否
決
す
る
か
修
正
可
決
す
る
か
、
と
に
か
く
、
と
れ
と
具
な
る
議
決
を
し
た
法
律
案
は
、
衆
議
院
で
出
席
議
員
の
三
介
の
二
以
上
で
再
び
可
決
し
た
と
き
は
、
参
議
院
の
可
決
が
怠
く
と
も
、
直
ち
に
法
律
と
な
る
。
但
し
、
乙
の
場
合
衆
議
院
が
爾
議
院
の
協
議
会
を
開
く
こ
と
を
求
め
る
と
と
を
妨
げ
た
い
。
ま
た
、
参
議
院
が
衆
議
院
の
可
決
し
た
法
律
案
を
受
取
っ
た
の
ち
、
国
会
休
会
中
の
期
間
を
除
い
て
六
O
日
以
内
に
議
決
し
ゑ
い
場
合
も
、
衆
議
院
は
、
参
議
院
が
否
決
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
（
憲
法
五
九
条
）
。
二
院
制
の
原
理
よ
り
し
て
、
法
律
が
成
立
す
る
に
は
、
原
則
と
し
て
両
議
院
で
可
決
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
し
か
し
、
例
外
的
に
一
定
の
場
合
に
衆
議
院
優
越
主
義
を
と
っ
た
。
と
の
場
合
参
議
院
は
、
六
0
日
間
法
律
の
成
立
を
停
止
す
る
こ
と
の
で
き
る
停
止
的
拒
否
権
を
も
ク
の
で
あ
る
が
、
参
議
院
の
権
限
を
更
に
弱
化
し
た
い
見
解
で
は
「
乙
の
六
0
日
聞
は
長
く
て
実
情
に
沿
わ
な
い
か
ら
短
縮
し
て
審
議
未
了
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
の
検
討
」
の
立
場
か
ら
三
O
日
説
を
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
も
う
に
、
乙
の
期
間
は
、
参
議
院
に
お
い
て
鄭
重
に
審
議
す
る
余
裕
を
認
め
、
乙
れ
が
国
民
の
輿
論
に
反
映
し
、
衆
議
院
に
対
す
る
間
接
の
来
制
作
用
を
狙
う
の
で
あ
っ
て
、
純
理
論
的
要
請
と
い
う
よ
り
実
際
的
考
慮
を
主
と
す
る
問
題
で
あ
り
、
と
の
意
味
に
沿
い
て
余
り
に
短
期
間
な
れ
ば
、
そ
の
狙
い
を
果
し
え
な
い
と
い
う
点
で
現
行
法
が
一
応
肯
定
さ
れ
う
る
と
思
う
。
又
衆
議
院
の
再
議
決
に
は
、
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
政
治
の
上
で
三
分
の
こ
の
多
数
を
う
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
た
め
、
実
際
上
‘
再
議
決
に
よ
っ
て
参
議
院
の
議
決
を
ふ
み
に
じ
る
よ
り
は
参
議
院
の
修
正
に
同
意
し
た
事
例
が
は
る
か
に
多
い
。
と
れ
に
よ
っ
て
、
参
議
院
の
議
決
権
を
相
当
強
力
な
も
の
た
ら
し
め
、
旦
つ
衆
議
院
の
少
数
党
を
強
力
に
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
乙
で
参
議
院
の
反
対
に
あ
っ
て
重
要
政
策
の
実
現
を
阻
止
さ
れ
る
事
例
が
多
く
、
衆
議
院
に
沿
い
て
過
半
数
を
以
て
成
立
す
る
議
院
内
閣
制
の
建
前
と
合
致
し
な
い
の
で
、
果
し
て
解
散
の
た
い
参
議
院
に
つ
い
て
乙
の
よ
ろ
な
権
限
の
ま
ま
で
よ
い
か
ど
う
か
の
再
検
討
の
提
案
も
存
す
る
。
hu
も
う
に
、
後
述
の
予
算
の
議
決
、
条
約
の
承
認
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
の
場
合
は
、
参
議
院
の
意
思
は
衆
議
院
の
単
純
多
数
に
ふ
み
に
じ
ら
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
衆
議
院
の
優
越
性
は
強
く
、
議
院
内
閣
制
の
建
前
と
略
K
一
致
す
る
の
で
あ
る
が
、
法
律
の
議
決
に
つ
い
て
だ
け
は
、
慎
重
を
き
し
て
立
法
府
の
一
院
と
し
て
の
参
議
院
を
尊
重
し
参
議
院
の
権
限
を
保
護
し
た
も
の
と
解
す
る
。
と
の
乙
と
は
、
後
述
の
ご
と
く
、
他
の
商
か
ら
い
え
ば
、
法
律
と
予
算
等
と
の
性
質
上
の
差
異
か
ら
も
生
や
る
問
題
で
あ
る
。
予
算
に
つ
い
て
も
法
律
と
同
様
、
両
議
院
の
議
決
が
一
致
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
確
定
成
立
す
る
の
が
通
常
の
原
別
で
あ
る
。
二
院
制
を
採
る
以
上
当
然
の
原
別
で
あ
る
。
し
か
し
、
予
算
に
つ
い
て
は
法
律
に
ゐ
け
る
よ
り
衆
議
院
の
優
越
性
は
更
に
一
一
層
大
き
い
。
す
た
わ
ち
、
ま
や
予
算
は
さ
き
に
衆
議
院
に
提
出
し
な
け
れ
ば
友
ら
た
い
。
つ
ぎ
に
参
議
院
で
衆
議
院
と
異
な
っ
た
議
決
を
し
た
場
合
に
、
法
律
の
定
め
る
と
乙
ろ
に
よ
り
、
両
議
院
の
協
議
会
を
開
い
て
も
意
見
が
一
致
し
た
い
と
き
、
ま
た
は
参
議
院
が
衆
議
院
の
可
決
し
た
予
算
を
受
け
と
っ
た
後
、
国
会
休
会
中
の
期
間
を
除
い
て
＝
一
O
日
以
内
に
議
決
し
た
い
と
き
は
、
衆
議
院
の
議
決
を
国
会
の
議
決
と
す
る
（
憲
法
六
O
条
）
。
予
算
の
議
決
に
む
い
て
法
律
の
議
決
と
臭
事
仏
る
の
は
、
（
1
）
参
議
院
が
異
な
っ
た
議
決
を
し
た
と
き
は
、
両
院
参議院制度論
協
議
会
を
必
や
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
法
律
の
場
合
は
任
意
で
あ
る
）
、
（
2
〉
参
議
院
が
そ
の
成
立
を
停
止
し
う
る
期
間
は
三
O
日
（
法
律
の
場
合
は
六
O
日
〉
、
（
3
）
両
院
協
議
会
で
一
致
せ
や
又
は
（
2
）
の
期
間
が
経
過
す
れ
ば
、
衆
議
院
の
議
決
が
そ
の
ま
ま
箇
会
の
議
決
と
た
る
（
法
律
の
場
合
は
衆
議
院
の
三
分
の
こ
の
再
議
決
必
要
）
乙
と
で
あ
る
。
そ
の
差
異
の
理
由
如
何
。
予
算
は
そ
の
一
般
的
性
質
よ
り
す
る
も
、
国
政
全
般
の
立
場
か
ら
も
、
是
非
迅
速
且
ク
確
実
に
成
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
両
院
協
議
会
を
関
い
四
O
九
四
一
O
て
妥
協
に
よ
っ
て
成
立
せ
し
め
よ
う
と
し
、
能
う
か
ぎ
り
成
立
し
や
す
い
よ
う
に
特
に
強
く
衆
議
院
の
優
越
を
規
定
し
た
・
と
れ
に
比
し
て
法
律
の
場
合
は
、
議
決
を
慎
重
に
す
る
必
要
と
、
遅
延
又
は
不
成
立
F
が
、
予
算
程
の
緊
迫
性
を
伴
わ
汝
い
点
友
ど
よ
り
、
立
法
に
関
す
る
参
議
院
の
権
限
を
保
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
・
条
約
の
締
結
に
対
す
る
国
会
の
承
認
に
ク
い
て
両
議
院
の
議
決
が
異
な
っ
た
場
合
も
、
予
算
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
（
憲
法
六
一
条
三
予
算
の
場
合
と
同
様
に
取
扱
っ
た
理
由
は
、
国
際
関
係
を
既
に
前
提
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
縛
め
や
す
い
よ
う
に
衆
議
院
慢
越
を
法
律
の
場
合
よ
り
強
く
し
た
の
で
あ
る
。
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
に
ク
い
て
は
、
参
議
院
に
対
す
る
衆
議
院
の
優
越
は
予
算
の
相
場
合
よ
り
夏
K
強
い
。
す
な
わ
ち
、
両
議
院
の
議
決
が
合
致
す
る
乙
と
を
原
則
と
す
る
が
、
衆
議
院
と
参
議
院
と
が
具
志
っ
た
指
名
の
議
決
を
し
た
場
合
は
、
法
律
の
定
め
る
と
乙
ろ
に
よ
り
、
両
議
院
の
協
議
会
を
開
く
、
そ
れ
で
も
意
見
が
一
致
し
な
い
と
き
、
又
は
衆
議
院
が
指
名
の
議
決
を
し
た
後
、
国
会
休
会
中
の
期
聞
を
除
い
て
一
O
日
以
内
に
参
議
院
が
指
名
の
議
決
を
し
な
い
と
き
は
、
衆
議
院
の
議
決
が
同
会
の
議
決
と
さ
れ
る
（
憲
法
六
七
条
）
。
と
れ
を
予
算
の
場
合
に
く
ら
べ
る
と
、
参
議
院
は
衆
議
院
の
議
決
を
一
0
日
間
と
ど
め
る
に
す
ぎ
な
い
点
の
み
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
参
議
院
の
議
決
は
実
質
的
に
殆
ん
ど
影
響
力
を
も
た
な
い
と
い
え
る
。
以
上
は
憲
法
主
衆
議
院
健
越
の
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
そ
の
優
越
の
程
度
は
各
店
若
干
異
な
る
が
、
い
わ
ば
衆
議
院
主
権
と
も
い
わ
れ
う
る
も
の
で
あ
り
、
就
中
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
に
ク
い
て
は
、
参
議
院
の
欠
陥
補
充
的
役
割
さ
え
も
殆
ん
ど
期
待
で
き
な
い
。
そ
と
で
と
れ
を
徹
底
し
、
旦
ク
参
議
院
を
政
党
的
構
成
た
ら
し
め
な
い
よ
う
に
す
る
意
味
で
「
参
議
院
は
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
に
関
与
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
」
の
憲
法
改
正
論
の
提
案
も
行
わ
れ
て
い
る
。
参
議
院
議
員
は
一
国
務
大
臣
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
提
案
と
と
も
に
参
議
院
を
純
然
た
る
批
判
抑
制
機
関
、
欠
陥
補
充
機
関
と
し
て
の
与
機
能
づ
け
る
場
合
に
は
改
正
の
一
案
で
あ
ろ
参議院制度論
ろ
か
。衆
議
院
居
間
越
主
義
の
原
則
に
対
し
て
、
憲
法
改
正
の
発
議
陀
つ
い
て
は
商
議
院
の
権
限
が
平
等
で
あ
る
。
す
友
わ
ち
、
憲
法
改
疋
の
発
議
に
沿
い
て
は
、
両
議
院
の
怠
目
白
の
完
全
な
一
致
が
必
要
で
あ
ク
て
、
両
議
院
の
議
決
が
一
致
し
友
い
と
き
は
、
同
会
の
発
議
は
成
立
し
な
い
の
と
と
で
は
衆
議
院
優
越
主
義
は
否
定
さ
れ
、
参
議
院
の
一
一
一
分
の
一
が
反
対
す
れ
ば
、
憲
法
改
正
は
不
可
能
で
あ
る
。
乙
の
点
に
沿
い
て
参
議
院
の
権
限
が
他
の
場
合
に
比
し
て
大
き
く
、
一
部
で
は
立
法
論
と
し
て
参
議
院
の
権
限
の
縮
少
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
c
要
す
る
に
、
参
議
院
の
権
限
は
、
参
議
院
の
使
命
を
果
し
、
且
つ
議
院
内
閣
制
の
円
満
た
る
運
用
を
は
か
る
べ
く
、
同
民
の
第
一
次
的
代
表
者
と
し
て
の
衆
議
院
の
優
越
を
認
め
一
、
般
行
的
二
院
制
の
原
則
を
肯
定
す
る
限
り
に
沿
い
て
、
常
に
劣
位
た
る
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
衆
議
院
優
越
の
原
則
も
、
そ
の
議
決
対
象
の
内
容
に
応
じ
て
そ
の
程
度
を
具
に
し
、
ま
宇
内
閣
の
成
立
に
当
つ
て
は
殆
ん
ど
衆
議
院
の
意
思
に
か
か
る
と
い
い
う
る
し
、
行
政
の
執
行
に
必
要
な
予
算
の
承
認
に
沿
い
て
は
、
と
れ
に
つ
い
で
衆
議
院
の
意
思
が
強
い
が
、
と
れ
は
毎
年
成
立
を
必
須
と
す
る
も
の
な
る
が
た
め
で
あ
る
。
し
か
る
に
法
律
の
議
決
は
、
内
閣
の
成
立
や
予
算
の
承
認
の
ご
と
く
、
し
か
く
参
議
院
は
そ
の
権
限
を
譲
歩
し
な
い
。
け
だ
し
、
乙
乙
に
沿
い
て
は
立
法
の
性
質
上
、
参
議
院
の
存
在
理
由
を
相
当
程
度
に
発
簿
す
べ
き
場
合
と
み
た
も
の
で
あ
ろ
う
の
更
に
憲
法
改
克
に
い
た
っ
て
は
、
参
議
院
は
一
歩
も
そ
の
権
限
を
譲
ら
な
い
。
と
と
で
は
硬
性
憲
法
性
を
貫
徹
し
て
憲
法
の
間
定
性
、
永
続
性
の
維
持
を
志
向
す
る
の
で
あ
る
。
人
あ
る
い
は
．
他
の
法
律
、
予
算
、
条
約
な
ど
の
場
合
に
比
し
て
不
釣
合
に
参
議
院
の
権
限
の
大
た
る
乙
と
を
指
摘
し
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
の
参
議
院
の
権
限
を
縮
少
せ
ん
と
主
張
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
衆
議
院
優
越
は
一
律
的
訟
も
の
で
は
た
く
、
又
一
律
に
す
る
必
要
も
な
い
も
の
で
あ
り
、
衆
議
院
優
越
を
必
要
と
す
る
考
慮
と
、
憲
法
の
固
定
性
、
永
続
性
の
維
持
の
考
慮
を
比
較
し
て
後
者
に
豪
点
を
長
く
汝
ら
ば
、
現
憲
法
四
四
を
一
応
肯
定
し
う
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
参
議
院
自
体
の
改
革
問
題
（
例
え
ば
、
参
議
院
議
員
の
任
期
短
縮
等
）
で
、
参
議
院
自
身
が
反
対
す
る
場
合
の
あ
る
の
を
憂
う
る
肉
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
参
議
院
自
身
の
英
知
と
良
識
並
び
に
世
論
の
動
向
に
任
せ
る
よ
P
他
は
一
広
い
。
た
だ
、
前
に
一
寸
触
れ
た
よ
う
に
、
立
法
論
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
は
、
衆
議
院
の
み
に
任
せ
る
と
と
も
一
案
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
参
議
院
の
存
在
理
由
か
ら
も
、
次
に
述
べ
る
内
閣
不
信
任
決
議
権
は
衆
議
院
の
み
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
と
棺
対
応
ず
る
意
味
で
首
尾
一
貫
す
る
と
と
か
ら
も
い
い
う
る
と
と
で
あ
る
。
以
上
に
沿
い
て
国
会
の
権
限
を
行
使
す
る
場
合
の
参
議
院
の
権
限
を
眺
め
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
各
議
院
の
み
に
与
え
ら
れ
た
権
限
の
方
面
よ
り
参
議
院
の
権
限
を
み
よ
う
。
一
は
、
衆
議
院
の
み
の
権
限
と
せ
ら
れ
る
不
信
任
決
議
権
で
あ
り
、
こ
は
、
参
議
院
の
み
の
権
限
で
あ
る
参
議
院
の
緊
急
集
会
権
の
問
題
で
あ
る
。
（
一
）
不
信
任
決
議
権
内
閣
は
行
政
権
の
行
使
に
た
い
し
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
と
さ
れ
て
む
り
（
憲
法
六
六
条
）
、
衆
議
院
に
つ
い
て
は
、
そ
乙
で
内
閣
不
信
任
決
議
案
が
可
決
さ
れ
又
は
信
任
の
決
議
案
が
否
決
さ
れ
た
と
き
は
、
一
O
日
以
内
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
ゑ
い
か
ぎ
り
内
閣
は
総
辞
職
し
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
〔
管
法
六
九
条
〕
と
規
定
し
て
い
る
故
、
衆
議
院
の
不
信
任
決
議
（
又
は
信
任
決
議
否
決
）
は
一
O
日
以
内
に
内
閣
が
衆
議
院
を
解
散
す
る
か
、
内
閣
が
総
辞
職
す
る
か
択
一
の
法
的
効
果
を
生
じ
、
し
か
も
解
散
後
の
総
選
挙
に
よ
る
新
国
会
召
集
後
、
内
閣
は
総
砕
職
し
友
け
れ
ば
放
ら
な
い
点
で
、
衆
議
院
が
及
す
内
閣
不
信
任
決
議
は
、
早
か
れ
遅
か
れ
内
閣
総
砕
職
と
い
ろ
法
的
効
果
を
も
た
ら
す
。
参
議
院
に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
と
の
よ
う
な
規
定
が
な
く
こ
の
よ
う
な
権
限
は
認
め
ら
れ
ゑ
い
乙
と
は
明
か
で
あ
る
。
そ
れ
故
内
閣
は
そ
の
成
立
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
は
、
主
と
し
て
衆
議
院
の
意
思
に
か
か
っ
て
い
る
だ
け
で
た
く
、
そ
の
存
続
は
も
っ
ぱ
ら
衆
議
院
の
意
思
に
か
か
り
、
参
議
院
の
怠
思
は
内
閣
の
存
続
に
影
響
を
及
ぼ
さ
怒
参議院制度論
ぃ
。
た
だ
か
か
る
法
的
効
果
を
伴
わ
た
い
、
内
閣
「
不
信
任
決
議
」
が
参
議
院
に
ι
お
い
て
友
し
う
る
か
の
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
学
説
が
八
T
れ
て
い
る
。
肯
定
説
は
、
参
議
院
は
国
会
の
部
介
機
関
で
あ
り
、
「
内
閣
が
行
政
権
の
行
使
に
つ
い
て
国
会
に
対
し
て
連
帯
責
任
を
負
う
」
点
を
根
拠
と
し
て
国
会
の
内
閣
に
対
す
る
不
信
任
決
義
を
認
め
、
参
議
院
も
乙
の
決
議
に
参
加
す
る
権
限
を
有
す
る
、
但
し
国
会
の
不
信
任
決
議
に
対
し
て
内
閣
は
衆
議
院
の
解
散
を
助
言
し
え
た
い
、
と
か
、
参
議
院
は
不
信
任
決
議
は
で
き
る
が
、
法
律
上
の
効
巣
を
も
た
ね
に
す
ぎ
ぬ
と
す
る
。
と
れ
に
対
し
て
否
定
説
は
、
参
議
院
が
内
閣
不
信
任
決
議
を
議
決
し
て
も
、
内
尉
が
こ
れ
に
対
し
て
参
議
院
の
解
散
権
を
も
た
ね
ば
参
議
院
の
オ
ー
ル
・
マ
イ
テ
イ
を
結
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
わ
が
憲
法
の
認
め
た
い
と
と
ろ
で
あ
る
と
い
う
｛
日
本
公
法
学
会
「
公
法
研
究
」
第
十
号
参
照
）
O
治
も
う
に
、
近
代
民
主
政
的
は
責
任
政
治
で
あ
り
、
内
閣
の
国
会
に
対
す
る
責
任
は
そ
の
中
枢
を
ゑ
す
も
の
で
あ
る
。
国
会
が
内
閣
の
責
任
を
問
い
う
る
方
法
と
し
て
は
、
質
問
、
質
疑
、
国
政
調
査
及
び
決
議
の
＋
刀
法
が
あ
り
、
と
れ
ら
は
何
れ
も
各
議
院
に
お
い
て
た
し
う
る
が
、
衆
議
院
の
不
信
任
決
議
は
最
も
強
カ
で
あ
る
。
参
議
院
も
ま
た
内
閣
の
責
任
を
問
い
う
る
乙
と
勿
論
で
あ
る
。
た
だ
問
題
は
、
衆
議
院
の
不
信
任
決
議
の
ご
と
き
法
的
効
目
前
は
伴
わ
友
い
が
、
「
不
信
任
」
の
名
の
つ
く
決
議
を
な
し
う
る
か
に
あ
る
。
し
か
る
と
き
、
決
議
権
を
行
使
し
て
内
閣
の
責
任
を
問
う
乙
と
は
、
各
議
院
の
自
由
に
友
し
う
る
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
、
昭
和
二
九
年
四
月
一
一
一
一
一
日
「
法
務
大
臣
の
検
事
総
長
に
対
す
る
指
揮
権
発
動
に
関
し
内
閣
に
警
告
す
る
決
議
」
の
行
わ
れ
た
ご
と
く
、
単
な
る
決
議
と
し
て
の
不
信
任
決
議
は
可
能
で
あ
る
と
い
わ
怠
け
れ
ば
な
ら
怠
い
。
し
か
し
内
閣
は
参
議
院
を
解
散
す
る
対
抗
策
を
も
た
た
い
の
で
あ
る
か
ら
｜
｜
参
議
院
の
不
信
任
決
議
に
は
法
的
効
果
は
な
く
内
閣
は
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
て
も
ー
ー
そ
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
に
品
へ
い
に
問
題
が
あ
る
。
明
治
憲
法
下
に
沿
い
て
、
貴
族
院
に
も
法
理
的
に
は
内
閣
不
信
任
決
議
権
あ
り
と
せ
ら
れ
た
が
、
解
散
さ
れ
な
い
貴
族
院
が
、
内
閣
不
信
任
決
議
権
を
行
使
し
て
内
閣
を
総
辞
職
せ
し
め
る
不
当
た
る
結
果
を
自
ら
戒
め
て
一
度
も
行
使
し
友
か
っ
た
こ
と
は
、
解
散
さ
れ
な
い
参
議
四
四
一
四
院
に
つ
い
て
も
、
政
治
的
効
果
の
み
し
か
な
い
に
し
て
も
、
ζ
の
内
閣
不
信
任
決
議
を
行
う
と
と
は
余
程
慎
重
注
る
を
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
（
二
）
参
議
院
の
緊
急
集
会
権
両
議
院
は
、
同
時
に
召
集
、
開
会
及
び
閉
会
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
れ
を
同
時
泊
動
の
原
則
と
い
ぃ
、
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
と
き
は
、
参
議
院
は
同
時
κ閉
会
と
友
る
（
憲
法
五
四
条
ニ
項
〕
。
衆
議
院
の
解
散
か
ら
総
選
挙
の
終
ら
放
い
う
ち
に
、
同
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
緊
急
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
明
治
憲
法
で
は
、
緊
急
命
令
と
か
緊
急
財
政
処
介
の
ご
と
き
行
政
府
が
専
断
で
措
置
し
う
る
便
法
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
間
憲
法
で
は
、
か
か
る
便
法
は
憲
法
の
精
神
に
反
し
行
政
府
に
よ
る
濫
用
を
招
き
や
す
い
の
で
、
乙
れ
を
認
め
宇
、
国
会
中
心
主
義
を
貫
い
て
閏
会
の
一
院
、
参
議
院
を
し
て
暫
定
的
に
国
会
に
代
る
機
能
を
営
ま
し
め
ん
と
し
た
の
が
、
参
議
院
緊
急
集
会
制
度
で
あ
旬
、
日
本
局
憲
法
に
お
け
る
非
常
措
置
の
唯
一
の
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
内
閣
は
、
国
に
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
参
議
院
の
緊
急
集
会
を
求
め
る
と
と
が
で
き
る
」
（
憲
法
五
四
条
一
項
但
書
）
O
参
議
院
緊
急
集
会
で
行
使
さ
れ
る
議
員
の
権
能
に
つ
い
て
は
学
説
が
介
れ
て
い
る
。
狭
く
解
す
る
立
場
で
は
、
内
閣
の
み
集
会
の
誇
求
権
を
有
し
、
且
ク
緊
急
集
会
は
異
常
変
体
で
あ
る
か
ら
か
か
る
機
関
に
は
で
き
る
だ
け
そ
の
権
限
を
狭
く
解
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
内
閣
よ
り
緊
急
議
案
と
し
て
議
決
を
求
め
ら
れ
た
法
律
案
、
条
約
承
認
案
、
予
算
案
の
み
に
そ
の
審
議
の
対
象
、
範
囲
を
限
定
す
べ
し
と
い
ぅ
。
と
れ
に
対
し
、
緊
急
集
会
の
召
集
は
、
内
閣
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
か
ら
、
そ
と
で
と
ら
れ
た
措
置
と
は
、
内
閣
の
拠
出
す
る
議
案
に
基
く
も
の
に
限
ら
れ
る
の
で
は
友
い
か
と
の
疑
が
あ
る
が
、
一
度
召
集
さ
れ
た
以
上
議
員
自
身
は
自
由
に
話
勤
し
え
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
か
ら
、
議
員
の
発
議
に
か
か
る
事
項
に
ク
い
て
も
同
様
の
措
置
が
と
ら
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
、
と
議
員
の
発
議
を
明
瞭
に
認
め
、
国
会
の
権
限
の
す
べ
て
を
行
い
う
る
、
何
し
、
事
の
性
質
上
参
議
院
が
単
独
で
暫
定
議
決
し
え
ね
も
の
へ
例
え
ば
憲
法
改
正
の
発
議
の
ご
と
き
）
は
凶
怖
か
れ
る
、
と
結
論
や
け
る
考
え
が
あ
る
。
緊
急
集
会
の
請
求
権
は
内
閣
K
専
属
す
る
、
こ
の
趣
旨
を
貫
か
ん
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
昭
和
＝
一
O
年
一
月
の
国
会
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
議
員
の
議
案
の
発
議
は
、
と
れ
を
全
然
否
定
し
た
の
で
は
な
い
が
、
内
閣
が
示
し
た
案
件
左
関
連
あ
る
も
の
に
限
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
関
連
性
、
そ
の
判
断
の
基
準
等
K
は
問
題
を
残
し
た
が
、
従
来
学
説
上
争
い
の
あ
っ
た
点
は
一
応
立
法
的
に
解
決
し
た
。
し
か
し
、
日
本
国
憲
法
の
採
る
同
会
中
心
主
義
の
原
理
に
づ
い
で
考
え
る
と
き
、
異
例
の
措
置
と
は
い
え
、
行
政
府
の
独
断
的
措
置
を
防
止
せ
ん
と
し
、
国
民
代
表
た
る
参
議
院
を
し
て
国
会
の
機
能
を
暫
定
的
に
行
わ
し
め
ん
と
し
た
憲
法
の
精
神
上
り
し
て
、
発
案
を
内
閣
の
示
し
た
案
件
に
関
連
し
た
も
の
K
限
る
の
は
狭
き
に
過
ぎ
る
の
で
は
念
か
ろ
ろ
か
。
内
閣
に
工
っ
て
召
集
さ
れ
れ
ば
、
事
の
性
質
ト
－
参
議
院
の
み
で
は
で
き
怠
い
も
の
を
除
い
て
は
国
会
の
権
限
の
全
部
を
行
い
ち
る
正
解
す
る
の
が
憲
法
の
精
神
に
合
致
す
る
の
で
は
ゑ
か
ろ
ろ
か
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
と
の
立
法
の
当
否
は
疑
問
で
あ
る
。
緊
急
集
会
で
と
ら
れ
た
措
置
は
、
臨
時
の
も
の
で
あ
っ
て
仮
議
決
と
し
て
暫
定
的
効
力
を
有
す
る
に
止
ま
り
、
次
の
国
会
開
会
後
一
O
日
以
内
に
衆
議
院
の
同
意
が
友
い
場
合
は
、
と
れ
ら
の
措
置
は
、
当
然
効
力
を
失
う
（
籍
法
五
四
条
三
項
）
O
す
な
わ
ち
将
来
に
向
っ
て
失
効
す
る
の
で
あ
る
。
立
法
論
的
K
、
緊
魚
集
会
の
代
り
に
「
常
置
委
員
会
」
制
度
の
提
案
が
あ
る
が
、
第
二
院
と
は
い
え
、
参
議
院
も
「
全
国
民
を
代
表
す
る
黒
挙
さ
れ
た
議
弓
」
を
以
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
故
、
委
員
会
制
度
よ
り
は
優
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
ろ
か
。
（
西
口
「
参
議
院
緊
急
集
会
に
つ
い
て
」
終
営
と
れ
済
第
三
二
巻
第
二
冊
参
照
）
参議院制度論
.... 』．，、
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
ま
だ
一
O
年
を
経
過
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
憲
法
改
正
の
論
議
は
、
憲
法
施
行
前
後
の
時
期
、
独
立
前
後
の
時
期
、
M
S
A
・
自
衛
隊
進
展
の
時
期
と
い
う
三
つ
の
段
階
を
経
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
最
近
鳩
山
内
閣
は
、
憲
法
改
正
四
一
五
四
／、
の
本
格
的
準
備
処
置
と
し
て
憲
法
調
禿
会
法
案
を
第
二
二
国
会
に
提
案
し
、
そ
れ
が
、
審
議
未
了
一
応
流
産
す
る
に
い
た
っ
た
。
憲
法
改
正
論
は
、
再
軍
備
従
っ
て
第
九
条
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
条
項
の
改
豆
を
中
心
と
し
て
進
展
し
来
っ
た
が
、
全
面
改
正
論
も
擾
頭
し
て
ゐ
り
、
そ
の
中
に
は
参
議
院
制
度
の
問
題
が
常
に
論
点
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
れ
に
対
し
て
憲
法
擁
護
論
が
厳
し
く
対
立
し
て
い
る
と
と
は
と
と
わ
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
と
こ
で
は
時
期
的
に
進
展
し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
で
は
友
〈
参
議
院
制
度
の
み
に
限
定
し
て
そ
の
改
正
の
問
題
点
を
拾
い
、
卑
見
を
述
べ
て
み
よ
う
。
二
院
制
度
、
特
に
参
議
院
の
在
り
方
と
し
て
衆
議
院
と
の
関
係
が
根
本
的
に
問
題
と
せ
ら
れ
る
。
と
れ
を
具
体
的
に
参
議
院
の
組
織
と
権
限
に
八
乃
け
て
み
よ
う
。
（
一
）
参
議
院
の
組
織
二
院
と
も
国
民
の
代
表
者
と
い
う
建
前
は
維
持
す
る
が
、
二
院
の
具
質
性
を
現
行
法
と
は
臭
事
仏
る
方
法
で
作
出
し
よ
う
と
す
る
。
選
挙
制
度
調
奈
会
案
（
昭
和
二
七
・
七
・
一
九
「
夕
刊
朝
日
」
）
で
は
、
参
議
院
の
定
数
の
中
、
一
五
O
名
が
選
挙
に
よ
り
、
一
0
0名
が
推
薦
に
よ
る
。
推
薦
は
、
内
閣
総
地
犬
臣
、
衆
参
両
院
議
長
、
最
高
裁
長
官
及
び
一
育
論
界
代
表
、
官
会
私
立
犬
学
長
、
実
業
界
代
表
、
労
働
界
代
表
各
二
人
や
つ
の
委
員
工
り
た
り
、
総
地
犬
巨
を
委
員
長
と
す
る
選
考
委
員
会
で
選
任
し
た
も
の
を
衆
議
院
で
承
認
す
る
・
と
い
う
の
で
あ
る
。
法
制
局
案
（
二
九
・
七
・
五
「
朝
日
」
）
は
、
参
議
院
の
組
織
と
し
て
、
準
識
経
験
者
叉
は
職
能
代
表
制
の
採
用
H
昔
の
勅
選
議
員
の
工
ろ
汝
推
薦
議
員
制
度
を
採
用
す
る
か
い
ど
う
か
の
問
題
を
、
自
由
党
案
（
二
九
・
五
・
一
O
「朝日」）
は
、
推
薦
議
員
制
、
間
接
選
挙
制
、
議
員
任
期
の
問
題
を
提
案
し
、
改
進
党
案
（
二
九
・
七
・
一
七
「
朝
日
」
〕
は
、
全
国
区
制
の
摩
止
任
期
を
四
年
と
す
る
、
定
員
の
う
ち
五
O
名
な
い
し
一
O
O名
を
推
薦
制
と
す
る
、
と
い
う
。
緑
風
会
や
準
者
の
中
に
も
相
似
の
改
正
実
を
主
張
す
る
者
d
h
あ
る
。
第
四
節
に
お
い
て
述
べ
た
参
議
院
の
組
織
K
即
し
て
と
れ
ら
の
改
革
論
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
参
議
院
の
組
織
の
根
本
問
題
と
し
て
、
衆
議
院
は
「
数
の
支
配
」
が
要
請
さ
れ
る
の
に
対
し
、
参
議
院
は
「
理
の
支
配
」
が
要
請
さ
れ
る
点
を
如
何
に
し
て
満
足
さ
せ
る
か
の
問
題
、
換
言
す
れ
ば
「
社
会
各
部
門
各
職
域
の
知
識
経
験
者
」
を
如
何
に
す
れ
ば
漂
出
で
き
る
か
は
、
参
議
院
生
誕
の
時
か
ら
立
案
者
の
苦
心
を
重
ね
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
最
初
の
松
本
案
よ
り
吏
に
マ
草
案
の
修
正
と
し
て
「
民
選
議
員
」
の
条
件
に
違
反
し
て
さ
え
一
部
「
任
命
議
員
」
を
構
想
し
た
の
は
そ
の
一
つ
の
表
わ
れ
だ
ク
た
し
、
最
近
推
薦
制
が
政
党
や
当
者
の
一
一
部
で
も
提
案
さ
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
明
治
憲
法
下
に
む
い
て
い
わ
ゆ
る
「
勅
選
制
」
の
生
れ
た
の
は
、
封
建
の
遺
制
た
る
大
名
藩
主
た
戸
」
の
華
族
に
対
し
て
、
上
院
と
し
て
の
機
能
を
発
煙
す
る
た
め
に
勲
労
常
識
あ
る
人
材
を
貴
族
院
K
送
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
人
材
は
「
代
議
士
」
と
し
て
滴
任
で
あ
っ
て
も
「
進
ん
で
選
挙
場
裡
に
ろ
っ
て
出
る
を
好
ま
怠
い
」
か
ら
、
「
勅
選
」
し
よ
う
と
す
る
責
図
を
有
し
て
い
た
。
乙
の
「
勅
選
制
」
は
運
用
如
何
に
工
つ
て
は
、
人
材
を
貴
族
院
に
送
り
、
ヒ
院
の
機
能
を
発
回
押
す
る
と
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
殊
K
憲
法
議
会
を
前
に
「
勅
選
」
さ
れ
た
晶
子
者
議
員
放
ど
は
断
然
光
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
わ
友
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
し
か
し
問
題
は
、
制
度
的
に
生
や
る
不
可
避
の
弊
害
が
相
当
に
る
っ
た
。
後
に
は
勅
選
議
員
推
薦
委
員
会
を
作
っ
て
選
考
の
公
正
を
は
か
ら
ん
と
す
る
提
案
も
あ
っ
た
が
、
と
れ
は
実
現
せ
や
、
勅
選
は
専
ら
一
時
の
内
閣
の
奏
誇
に
か
か
り
、
内
閣
の
奏
請
に
は
一
定
の
標
準
は
な
く
、
自
然
内
閣
が
党
勢
杭
張
の
兵
’
と
し
た
た
め
政
党
化
し
、
内
閣
の
論
功
行
賞
的
運
用
の
弊
害
が
著
し
か
ク
た
。日
本
間
憲
法
下
唱
え
ら
れ
る
推
薦
制
は
、
明
治
憲
法
下
の
勅
選
そ
の
ま
ま
の
提
案
で
は
な
い
が
、
そ
の
長
所
が
念
頭
に
あ
り
、
金
国
参議院 制度 論
区
制
の
弊
害
を
指
摘
し
て
と
れ
を
廃
止
し
民
主
的
構
成
を
も
ク
撰
考
委
員
会
に
上
る
推
薦
制
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
勅
選
制
に
も
長
所
が
あ
っ
た
ご
と
く
、
推
薦
制
に
も
相
当
長
所
も
あ
っ
て
、
民
主
的
構
成
を
も
っ
選
考
委
員
会
に
よ
っ
て
公
正
に
行
わ
れ
れ
ぽ
、
か
つ
て
の
勅
選
制
の
弊
も
或
程
度
除
か
れ
、
公
選
に
土
つ
て
は
え
ら
れ
な
い
人
物
が
選
出
さ
れ
る
可
能
性
も
予
想
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
乙
れ
を
も
っ
て
公
選
制
を
一
部
廃
し
て
推
薦
制
に
賛
し
う
る
か
。
と
れ
は
、
全
国
区
制
の
存
廃
と
狩
接
友
関
還
を
も
四
一
七
四
F、
つ
議
論
で
あ
る
が
、
私
は
、
全
国
区
制
存
置
を
考
う
る
も
の
で
あ
る
と
ー
と
も
に
、
推
薦
制
に
は
、
そ
の
長
院
は
認
め
乍
ら
や
は
り
短
所
の
多
か
る
べ
き
を
察
し
て
賛
し
え
及
い
の
で
あ
る
。
そ
の
坦
由
は
、
民
主
的
構
成
を
も
っ
選
考
委
員
会
を
つ
く
る
と
い
ろ
も
、
委
員
会
の
構
成
は
、
内
閣
総
埋
犬
臣
友
ど
が
入
る
た
め
政
党
内
閣
制
の
下
で
は
時
の
内
閣
の
政
治
的
配
慮
に
よ
り
推
薦
さ
る
る
も
の
が
最
も
多
数
を
い
内
め
る
と
と
に
よ
り
明
治
憲
法
下
の
勅
選
的
傾
向
を
帯
び
、
そ
の
会
r
t
さ
に
自
ら
限
界
の
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
叉
推
薦
制
は
、
国
民
参
政
の
範
囲
を
狭
め
る
た
ど
公
選
主
義
に
対
し
て
露
骨
怒
る
不
信
の
表
明
で
あ
ク
て
、
い
か
に
民
主
的
委
員
会
を
強
調
す
る
も
民
主
主
義
の
後
退
と
評
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
推
薦
制
即
非
民
主
化
と
い
え
た
い
と
の
反
駁
は
あ
ろ
う
が
、
憲
法
の
改
正
を
ま
で
敢
行
し
て
推
薦
制
を
制
度
的
K
考
う
る
よ
り
は
、
公
選
主
義
の
欠
陥
を
補
正
し
て
や
は
り
公
選
主
義
を
採
る
憲
法
の
建
前
を
堅
持
す
ベ
き
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
次
に
間
接
選
挙
制
の
提
案
に
つ
い
て
で
あ
る
。
間
接
選
挙
制
に
つ
い
て
は
、
参
議
院
議
員
四
時
挙
法
構
想
の
際
、
有
カ
怒
る
一
笑
と
せ
ら
れ
た
に
か
か
わ
ら
や
、
憲
法
上
直
接
選
挙
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
が
厳
格
な
る
普
通
平
等
選
挙
が
規
定
さ
れ
た
の
で
、
憲
法
に
触
れ
る
虞
が
あ
ク
て
規
定
さ
れ
も
仏
か
ク
た
。
〈
も
ク
と
も
解
釈
論
と
し
て
間
接
選
挙
を
違
憲
と
み
も
仏
い
者
も
あ
り
、
総
司
令
部
と
話
合
の
際
「
府
県
会
議
員
を
選
挙
人
と
す
る
場
合
は
民
選
と
認
め
る
」
（
佐
藤
達
夫
「
日
本
国
憲
法
成
立
史
」
ジ
ユ
p
ス
ト
入
三
号
七
頁
v
乙
と
は
明
か
に
は
さ
れ
て
は
い
た
）
。
参
議
院
改
E
論
中
、
間
接
選
挙
制
の
提
案
も
、
全
国
区
制
廃
止
の
前
提
に
立
っ
て
、
衆
議
院
と
の
異
色
を
出
さ
ん
と
す
る
試
み
マ
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
う
。
そ
の
間
接
性
に
は
種
A
あ
る
が
、
「
各
党
か
ら
出
し
た
候
補
者
に
つ
き
衆
参
両
院
で
選
挙
す
る
間
接
選
挙
」
、
（
選
挙
制
度
調
夜
会
案
）
「
府
県
会
議
員
を
し
て
選
挙
人
に
ち
て
し
め
る
方
法
」
（
二
八
・
五
－
二
毎
日
一
社
説
〕
、
「
市
町
村
会
議
員
を
有
権
者
と
す
る
方
法
」
（三
0
・
五
・
一
一
石
棺
風
会
案
）
友
ど
が
あ
る
。
叉
自
由
党
案
も
間
接
選
挙
制
を
選
挙
制
度
調
売
会
案
を
参
考
と
し
て
提
唱
し
て
い
る
（
ジ
ユ
リ
ス
ト
・
七
三
号
七
入
頁
｝
。
し
か
し
、
間
接
選
挙
制
K
つ
い
て
は
、
推
薦
制
程
の
提
唱
も
な
〈
、
賛
成
者
も
多
く
な
い
。
お
も
ろ
に
、
間
接
選
挙
制
の
提
案
は
、
衆
議
院
と
の
異
色
を
つ
け
土
ろ
’
と
す
る
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
選
挙
制
度
調
査
会
案
に
上
れ
ば
、
結
局
参
議
院
も
衆
議
院
と
犬
差
汝
き
も
の
と
た
り
、
地
方
議
会
議
員
を
有
権
者
と
す
る
場
合
は
、
選
挙
人
を
選
挙
し
た
と
き
は
既
に
当
選
人
が
決
定
し
た
と
同
様
で
無
意
味
で
あ
り
、
総
じ
て
二
重
の
手
数
と
費
用
を
か
け
る
に
す
ぎ
友
い
と
左
に
な
る
。
更
に
地
方
議
会
を
選
挙
母
体
と
す
る
場
合
に
は
、
と
れ
が
候
補
者
の
選
定
に
当
っ
て
、
幹
部
独
裁
の
帥
押
さ
え
予
想
さ
れ
、
間
接
選
挙
制
の
長
所
は
殆
ん
ど
見
出
す
と
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
新
し
い
民
意
を
直
接
に
表
現
す
る
直
接
選
挙
制
に
は
到
底
及
ば
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
能
代
表
制
を
参
議
院
の
組
織
に
採
入
れ
る
か
ど
う
か
は
、
参
議
院
議
員
選
挙
法
案
構
想
に
沿
い
て
最
も
重
要
注
基
本
問
題
で
あ
ク
た
。
と
の
と
と
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
に
梢
え
詳
し
〈
述
ペ
売
。
参
議
院
改
革
論
と
し
て
も
、
推
薦
制
の
主
張
程
有
力
で
は
も
ι
い
が
、
金
問
区
制
疲
止
を
前
提
と
し
て
職
能
代
表
制
の
主
張
が
な
い
で
は
な
い
。
そ
と
で
前
に
触
れ
友
か
っ
た
点
を
中
心
と
し
て
簡
述
し
ょ
ぅ
。
職
能
代
表
は
、
近
代
社
会
が
昔
日
の
ご
と
く
土
地
中
心
の
生
活
だ
け
で
な
く
、
土
地
を
離
れ
て
共
通
の
利
害
関
係
や
愛
着
の
情
が
職
域
や
階
級
に
移
っ
た
、
と
の
工
う
に
変
化
し
た
社
会
の
構
成
に
即
応
す
る
政
治
組
織
と
し
て
主
張
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
沿
い
て
職
能
代
表
の
主
張
は
既
に
明
治
憲
法
下
に
－
お
い
て
貴
族
院
改
革
論
と
し
て
主
張
せ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
犬
正
一
O
年
江
木
千
之
氏
の
「
上
院
改
革
私
見
」
に
は
ゴ
般
の
進
歩
発
達
に
順
応
す
る
当
然
の
施
設
と
し
て
、
国
民
の
階
級
及
び
職
業
を
代
表
す
る
の
範
参議院制度論
図
を
拡
大
す
る
が
た
め
に
一
犬
改
革
を
断
行
し
、
依
っ
て
二
院
制
の
実
効
を
完
う
す
る
と
と
を
は
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
や
」
と
し
、
具
体
案
と
し
て
、
華
族
議
員
の
減
少
と
「
農
会
、
商
工
会
、
市
街
自
治
体
、
村
落
自
治
体
、
東
京
市
、
官
公
私
立
大
学
よ
り
推
薦
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
加
え
る
」
と
述
ペ
て
い
る
。
其
他
職
能
代
表
の
加
味
を
主
張
す
る
案
が
か
な
り
あ
っ
た
が
（
例
え
ば
、
小
野
塚
喜
平
次
、
徳
川
義
親
氏
等
）
実
際
上
も
、
学
士
院
会
員
議
員
、
多
額
納
税
議
員
も
職
能
代
表
の
一
一
種
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
貴
族
院
の
性
格
上
金
四
一
九
四
0 
面
的
の
職
能
代
表
の
主
張
も
な
く
、
実
現
の
可
能
性
も
存
し
な
か
っ
た
。
と
と
ろ
が
、
参
議
院
は
貴
族
院
と
は
異
質
の
も
の
で
、
し
か
も
国
民
代
表
で
あ
る
か
ら
、
衆
議
院
の
地
域
代
表
に
対
し
て
、
参
議
院
の
職
能
代
表
の
構
想
が
前
面
に
お
し
だ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
総
司
令
部
と
の
突
渉
に
沿
い
て
、
職
能
代
表
の
構
想
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
左
は
前
述
し
た
が
、
日
本
国
憲
法
下
に
沿
い
て
解
釈
論
と
し
て
職
能
代
表
制
が
認
め
ら
れ
う
る
か
否
か
に
つ
い
て
学
説
が
分
れ
て
い
る
。
肯
定
説
は
、
地
域
代
表
と
い
う
も
地
域
の
利
益
を
代
表
し
て
い
友
い
し
特
定
選
挙
区
の
代
表
と
み
な
い
と
同
様
、
職
能
か
ら
で
て
も
職
域
の
利
溢
の
み
を
代
表
し
友
い
し
、
地
域
代
表
を
会
園
児
の
代
表
と
い
う
と
同
じ
意
味
で
全
国
民
の
代
表
と
い
え
る
、
と
い
う
o
b
も
ろ
に
、
肯
定
説
も
一
理
あ
る
論
で
あ
る
が
、
国
民
を
す
べ
て
の
適
当
た
職
能
に
ハ
す
類
で
き
放
い
し
（
殊
に
既
婚
の
女
子
は
多
く
無
職
で
あ
る
）
異
な
っ
た
職
能
に
同
一
の
議
員
数
を
割
当
て
る
と
す
れ
ば
政
治
的
平
等
の
原
則
を
破
る
か
ら
、
と
の
意
味
に
お
い
て
「
全
国
民
を
代
表
す
る
」
と
い
え
な
い
の
で
あ
り
、
多
数
説
も
か
〈
解
し
て
い
る
。
と
の
点
で
解
釈
論
と
し
て
も
立
法
論
と
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
職
能
代
表
制
を
と
る
乙
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
職
能
代
表
制
と
し
て
は
採
用
さ
れ
や
と
も
、
推
薦
制
、
問
媛
選
挙
制
を
可
止
せ
ざ
る
場
合
に
、
衆
議
院
と
異
質
の
組
織
を
構
想
す
る
と
き
、
や
は
り
「
社
会
各
部
門
各
職
域
の
知
識
経
験
者
」
の
選
出
を
要
請
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
と
れ
が
衆
議
院
の
付
帯
決
議
で
あ
り
、
全
国
区
選
挙
制
度
は
と
の
要
請
を
考
慮
し
て
生
れ
た
と
と
は
前
に
述
べ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
最
後
に
最
も
問
題
と
せ
ら
れ
る
全
国
区
制
の
問
題
に
移
ら
う
。
と
れ
が
採
用
の
経
緯
、
趣
旨
、
長
短
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
第
四
節
に
お
い
て
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
と
と
で
は
一
般
に
指
摘
せ
ら
れ
る
弊
害
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
る
と
と
に
す
る
。
官
僚
が
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
存
職
中
に
選
挙
運
動
を
行
い
、
投
棄
を
天
降
り
的
に
割
あ
て
依
頼
す
る
な
ど
の
弊
害
は
目
に
余
る
も
の
で
そ
の
弊
害
と
し
て
と
ぞ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
の
点
の
弊
害
は
た
し
か
に
存
す
る
が
、
退
職
後
の
立
候
補
制
限
や
公
務
員
法
で
選
挙
運
動
を
取
締
る
と
と
は
対
策
の
一
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
官
僚
の
地
位
利
用
の
問
題
は
、
現
職
知
事
の
地
位
利
用
怒
E
他
に
も
多
く
参
議
院
の
全
国
区
制
特
有
の
問
題
で
は
及
い
。
「
何
百
人
か
ら
一
人
を
決
定
す
る
の
は
不
明
確
に
ゑ
り
や
す
い
」
と
し
て
候
補
者
の
選
択
の
困
難
性
が
そ
の
短
所
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
理
論
的
に
い
え
ば
、
全
国
を
一
区
と
す
る
乙
と
と
そ
真
に
全
国
民
の
代
表
曹
と
し
て
の
最
適
任
者
を
選
択
し
え
て
理
想
的
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
実
際
投
票
に
当
つ
て
は
、
選
択
の
困
難
性
は
否
定
し
え
友
い
。
そ
と
で
と
れ
に
対
し
て
は
、
選
挙
技
術
的
に
問
題
は
あ
ろ
う
が
、
少
く
と
も
数
名
の
連
記
投
票
制
を
考
慮
す
れ
ば
、
選
挙
法
の
改
正
を
以
て
と
の
欠
点
を
或
程
度
緩
和
さ
れ
る
の
で
は
友
か
ろ
う
か
。
「
全
国
区
で
あ
る
の
に
投
票
が
一
府
県
又
は
二
、
三
府
県
で
え
ら
れ
て
い
る
の
は
金
問
区
の
意
義
を
半
ば
喪
失
し
て
い
る
」
と
い
ろ
地
方
区
化
の
非
難
は
あ
る
が
、
職
能
的
に
企
図
的
な
組
織
と
か
連
絡
の
友
い
限
り
は
ゃれ
U
を
え
な
い
と
と
で
あ
っ
て
、
全
国
か
ら
投
票
を
集
め
る
と
い
う
と
と
は
全
国
区
と
し
て
要
求
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
と
れ
は
衆
議
院
の
選
挙
区
で
あ
れ
、
そ
の
選
挙
区
全
体
か
ら
投
票
が
え
ら
れ
る
も
の
で
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
参
議
院
の
政
党
化
の
弊
害
が
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
と
れ
は
全
国
区
制
個
有
の
問
題
で
な
く
参
議
院
自
体
が
政
党
化
す
る
と
と
の
可
否
の
問
題
と
し
て
考
察
し
主
う
。
参
議
院
が
衆
議
院
と
同
様
に
政
党
化
す
る
と
と
は
、
参
議
院
が
政
争
を
超
え
て
国
民
の
意
思
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
衆
議
院
の
意
思
決
定
を
批
判
し
抑
制
す
る
機
関
と
し
て
の
使
命
よ
り
み
て
の
ぞ
ま
し
い
と
と
で
は
な
い
。
と
の
点
を
強
調
し
て
参
議
院
議
員
か
ら
政
党
員
を
徹
底
的
に
排
除
し
よ
う
と
し
、
「
参
議
院
は
政
党
員
で
な
い
者
を
以
て
組
織
す
る
」
（
広
瀬
久
忠
「
憲
法
改
定
を
前
提
と
し
た
参
議
院
の
改
草
」
時
の
法
令
一
六
九
号
｝
と
い
う
提
案
が
あ
る
。
し
か
し
他
面
参
議
院
の
批
判
抑
制
機
関
と
し
参議院制度論
て
の
存
在
を
認
め
る
場
合
、
個
々
の
評
論
家
的
批
判
で
は
衆
議
院
を
抑
制
す
る
に
殆
ん
ど
無
力
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
政
党
の
生
れ
る
と
τ
ど
は
、
公
選
制
度
、
多
数
決
主
義
の
上
に
立
つ
以
上
は
必
然
で
あ
り
不
可
避
で
あ
る
。
そ
と
で
或
程
度
の
政
党
化
は
必
然
で
あ
り
、
且
つ
必
要
’
と
す
れ
ば
、
政
党
化
の
弊
害
の
防
止
策
は
如
何
。
政
党
化
の
弊
害
の
主
た
る
も
の
は
、
ボ
ス
政
治
と
猟
官
運
動
と
な
り
参
議
院
の
使
命
を
忘
却
す
る
に
い
た
る
か
ら
、
参
議
院
議
員
は
「
大
臣
や
政
務
官
に
た
れ
た
い
」
と
す
る
な
ら
ば
、
」
成
四
四
程
度
政
党
化
さ
れ
て
も
内
閣
の
構
成
員
た
る
地
位
を
求
め
な
い
結
果
、
政
党
の
内
部
に
お
い
て
「
知
性
と
良
心
」
を
以
て
内
閣
の
批
判
者
と
な
り
衆
議
院
の
批
判
者
た
る
参
議
院
の
本
来
の
使
命
と
機
能
を
全
う
し
ろ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
れ
・
と
略
K
同
趣
旨
か
ら
参
議
院
議
員
は
再
選
を
認
め
友
い
工
う
に
す
る
提
案
が
あ
る
が
、
専
門
政
治
家
で
念
〈
て
参
議
院
の
批
判
者
的
機
能
の
発
揮
に
重
点
を
お
い
た
構
想
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
全
国
区
制
に
つ
い
て
も
療
止
論
者
の
い
う
ご
と
き
弊
害
も
あ
る
が
、
そ
の
弊
害
の
’
多
く
は
全
国
区
制
特
有
の
も
の
で
な
〈
全
同
区
制
に
代
る
べ
き
改
革
案
に
も
み
る
べ
き
も
の
が
な
い
と
す
れ
ば
、
全
国
区
制
は
、
社
会
各
部
門
各
職
域
の
学
識
経
験
者
を
選
出
す
る
意
図
を
有
す
る
制
度
と
し
て
は
唯
一
の
途
で
あ
り
、
と
れ
を
よ
り
よ
く
運
用
し
て
い
く
憲
法
的
慣
習
を
育
成
す
る
と
と
と
そ
今
後
の
課
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
参
議
院
議
員
の
任
期
に
つ
い
て
の
改
主
論
議
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
に
論
じ
た
か
ら
と
と
に
は
省
略
す
る
。
（
二
）
参
議
院
の
権
限
と
れ
に
つ
い
て
も
、
第
五
節
の
随
所
に
論
じ
た
か
ら
と
れ
に
譲
る
。
七
は
じ
め
に
述
べ
た
ご
と
く
、
一
院
制
か
二
院
制
か
の
理
論
及
び
立
法
例
は
二
犬
陣
営
に
介
れ
て
い
る
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
が
、
乙
れ
ら
に
つ
い
て
と
の
小
論
に
沿
い
て
到
底
論
じ
っ
〈
せ
る
も
の
で
は
念
く
、
い
わ
ん
や
結
論
を
出
す
に
は
余
り
に
倫
早
の
そ
し
り
を
免
れ
友
い
で
あ
ろ
う
。
そ
と
で
、
本
稿
は
、
問
題
を
一
応
日
本
国
憲
法
の
参
議
院
制
度
に
し
ぼ
っ
て
、
紙
数
の
許
す
範
囲
に
お
い
て
解
釈
論
立
法
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
次
の
諸
点
を
以
て
結
び
に
代
え
た
い
。
参
議
院
自
体
の
援
止
論
、
す
な
わ
ち
根
本
的
に
一
院
制
を
是
と
す
る
論
は
、
理
論
的
に
と
れ
を
支
持
す
る
者
は
古
〈
土
り
且
つ
現
在
も
相
当
多
い
。
叉
経
験
的
に
参
議
院
制
度
運
用
の
結
果
「
一
院
制
の
方
が
よ
か
ク
た
」
（
例
え
ば
、
最
近
の
一
例
、
吉
田
茂
「
私
の
回
顧
」
昭
和
三
0
・
七
・
＝
二
朝
日
新
聞
）
と
主
張
す
る
者
も
存
す
る
。
一
院
制
の
根
祇
に
は
観
念
論
に
す
ぎ
た
り
、
保
守
的
多
数
が
参
議
院
で
阻
止
さ
れ
た
場
合
に
、
し
ば
し
ば
そ
の
主
張
が
行
わ
れ
た
。
参
議
院
設
置
は
、
衆
議
院
の
「
急
進
的
行
過
ぎ
」
を
是
正
す
る
た
め
な
り
と
き
め
で
か
か
っ
た
期
待
が
、
逆
に
「
逆
コ
ー
ス
的
行
過
ぎ
」
の
是
正
と
い
う
立
場
か
ら
の
反
対
に
遭
ク
て
参
議
院
不
用
論
な
い
し
権
限
縮
少
論
を
生
ん
だ
事
実
も
否
定
し
え
な
い
。
一
院
制
に
相
当
の
合
理
性
が
あ
り
、
二
院
制
に
も
幾
多
の
欠
陥
が
存
す
る
が
、
「
等
質
の
民
意
が
こ
っ
」
存
す
る
の
で
な
く
、
慎
重
な
る
審
議
に
よ
り
「
よ
り
完
全
な
る
民
意
の
代
表
」
形
態
を
形
成
し
て
民
主
政
治
の
徹
底
を
き
し
、
二
院
制
度
の
変
質
、
す
も
な
わ
ち
肢
行
的
二
院
制
の
形
態
で
の
存
続
に
よ
り
、
議
院
内
閣
制
の
円
滑
な
る
運
営
を
は
か
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
こ
院
制
の
理
論
的
、
実
際
的
長
所
に
鑑
み
る
と
き
、
日
本
の
現
状
特
に
と
の
変
革
期
に
沿
い
て
は
依
然
参
議
院
の
存
在
は
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
参
議
院
の
存
在
を
必
要
と
す
る
場
合
、
そ
の
組
織
、
権
限
を
如
何
に
す
る
か
は
大
い
に
問
題
が
あ
り
、
現
行
法
に
対
し
て
は
幾
多
の
改
正
論
が
主
張
せ
ら
れ
て
い
る
。
組
織
に
つ
い
て
は
、
根
本
的
改
正
論
も
相
当
多
い
。
殊
に
全
国
区
制
の
弊
害
を
指
摘
し
て
一
部
公
選
主
義
を
棄
て
て
推
薦
制
の
主
張
も
あ
る
が
、
民
主
政
治
の
徹
底
を
眼
目
と
し
友
が
ら
、
た
と
え
民
主
的
委
員
会
に
よ
る
選
考
と
は
い
参議院制度論
ぇ
、
公
選
制
に
優
る
民
主
性
を
獲
得
す
る
と
と
は
で
き
た
い
。
叉
権
限
縮
少
論
も
あ
る
が
、
参
議
院
の
存
在
を
肯
定
し
、
衆
議
院
に
対
し
て
批
判
と
抑
制
を
し
、
警
告
と
協
力
を
す
る
た
め
に
は
、
余
り
に
劣
位
に
お
き
す
ぎ
る
乙
と
は
到
底
そ
の
機
能
を
発
揮
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
沿
い
て
個
k
の
規
定
の
修
正
は
と
も
か
く
、
根
本
に
お
い
て
現
憲
法
を
肯
定
し
た
く
思
う
。
倫
幾
多
の
論
十
ペ
き
問
題
も
あ
p
、
論
じ
て
ク
く
さ
ね
も
の
も
あ
る
が
、
紙
数
の
都
合
上
他
日
の
機
会
に
譲
る
乙
と
に
し
た
い
。
（一
0
・
八
－
二
五
）
四
